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「
最
近
の
若
者
は
」
と
い
う
言
葉
を
前
置
き
と
す
る
意
見
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
や
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
時
代
か
ら
存
在
す
る
と

い
わ
れ
る
。
大
半
は
若
者
の
言
動
を
批
判
す
る
老
人
の
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
維
新
の
中
心
と
な
っ
た
人
物
の
多
数

は
若
者
で
、
明
治
元
年
に
伊
藤
博
文
は
二
七
歳
、
大
隈
重
信
は
三
〇
歳
で
あ
っ
た
。
平
均
寿
命
が
短
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
考

慮
し
て
も
、
完
全
に
若
者
で
あ
る
。 

 

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
象
徴
さ
れ
る
現
在
の
情
報
経
済
を
牛
耳
っ
て
い
る
企
業
を
創
業
し
た
人
々
も
若
者
で
あ
り
、
Ｍ
・
ザ
ッ
カ
ー

バ
ー
グ
は
二
〇
歳
で
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
創
業
、
Ｓ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
は
二
一
歳
で
ア
ッ
プ
ル
を
創
業
、
Ｌ
・
ペ
イ
ジ
と
Ｓ
・
ブ

リ
ン
は
二
五
歳
で
グ
ー
グ
ル
を
創
業
し
て
い
る
。
明
治
維
新
と
情
報
経
済
に
共
通
す
る
特
徴
は
従
来
の
社
会
と
原
理
が
激
変

し
た
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
れ
か
ら
原
理
が
巨
大
な
転
換
を
す
る
分
野
は
環
境
問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
世
界
の
先
頭
を
疾
走
す
る
若
者
が
続
出

し
て
い
る
。
昨
年
九
月
の
国
連
気
候
行
動
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
わ
ず
か
五
分
の
演
説
で
世
界
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
は

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
一
六
歳
の
少
女
Ｇ
・
ト
ゥ
ン
ベ
リ
さ
ん
で
、
世
界
の
数
百
万
人
の
若
者
が
同
調
し
て
登
校
を
拒
否
し
た
。 

 

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
に
つ
い
て
、
昨
年
の
Ｇ
二
〇
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
で
は
実
効
が
疑
問
な
政
策
提
言
を
発
表
し
た

だ
け
で
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
若
者
Ｂ
・
ス
ラ
ッ
ト
さ
ん
は
大
人
の
議
論
を
尻
目
に
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
四
〇

億
円
の
資
金
を
調
達
し
、
ご
み
回
収
装
置
を
製
作
し
て
太
平
洋
上
で
実
験
を
し
た
。
成
功
は
し
な
か
っ
た
が
大
人
に
は
で
き

な
い
行
動
で
あ
る
。 

 

タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
は
網
目
の
よ
う
な
水
路
の
あ
る
水
上
都
市
で
あ
る
が
、
大
量
の
生
活
ゴ
ミ
が
水
路
に
浮
遊
し
て
い

る
。
現
地
在
住
の
少
女
Ｒ
・
サ
テ
ィ
ッ
タ
ナ
ー
サ
ー
ン
さ
ん
は
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
で
水
路
を
航
行
し
、
一
人
で
ゴ
ミ
の
回
収
を

開
始
し
た
。
そ
の
影
響
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
買
物
袋
の
無
料
配
布
が
中
止
と
な
り
、
政
府
も
使
用
を
禁
止
す
る
法
律
の
検
討

を
開
始
し
た
。 

 

こ
こ
に
紹
介
し
た
三
人
の
若
者
に
共
通
す
る
意
識
は
環
境
問
題
が
自
分
た
ち
の
生
活
す
る
世
界
の
問
題
と
理
解
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
昨
年
九
月
の
サ
ミ
ッ
ト
で
の
ト
ゥ
ン
ベ
リ
さ
ん
の
演
説
の
「
大
人
は
子
供
の
世
代
に
問
題
を
先
送

り
し
て
い
る
が
、
私
達
は
結
果
と
と
も
に
生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
要
約
さ
れ
て
い

る
。 

 

残
念
で
あ
る
が
、
日
本
に
は
上
記
で
紹
介
し
た
よ
う
な
世
界
に
影
響
を
も
た
ら
す
若
者
が
皆
無
と
い
っ
て
い
い
状
態
で
あ

る
。
そ
の
象
徴
が
ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
の
不
在
で
あ
る
。
現
状
で
は
上
場
し
て
い
な
い
が
、
上
場
す
れ
ば
一
〇
億
ド
ル
以
上
の

企
業
価
値
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
情
報
関
連
企
業
の
こ
と
で
あ
り
、
多
数
は
若
者
が
設
立
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ
る
。 

 

現
在
、
世
界
に
約
四
〇
〇
社
が
存
在
す
る
。
国
別
で
は
宇
宙
産
業
の
「
ス
ペ
ー
ス
Ｘ
」
や
宿
泊
業
務
の
「
エ
ア
ビ
ー
ア
ン

ド
ビ
ー
」
が
代
表
す
る
ア
メ
リ
カ
の
企
業
が
全
体
の
五
〇
％
、
配
車
サ
ー
ビ
ス
の
「
滴
滴
出
行
」
や
ニ
ュ
ー
ス
提
供
の
「
今

日
頭
条
」
が
代
表
す
る
中
国
の
企
業
が
二
五
％
で
あ
る
が
、
日
本
の
ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
は
一
〇
〇
位
以
下
に
三
社
し
か
登
場

し
な
い
。 

 

原
因
は
起
業
精
神
の
不
足
と
い
う
よ
り
は
危
機
意
識
の
不
足
で
あ
る
。
江
戸
末
期
に
開
国
し
て
み
た
ら
西
欧
諸
国
に
大
幅

に
出
遅
れ
、
植
民
地
化
の
危
機
さ
え
存
在
し
た
。
そ
の
危
機
に
対
抗
す
る
た
め
に
若
者
が
必
死
で
活
躍
し
た
結
果
が
明
治
維

新
で
あ
る
。
現
在
の
日
本
の
情
報
技
術
や
産
業
は
世
界
に
出
遅
れ
た
危
機
に
あ
る
。「
最
近
の
老
人
は
」
と
豪
語
で
き
る
若
者

が
頻
出
す
る
こ
と
が
日
本
を
発
展
さ
せ
る
条
件
で
あ
る
。 


